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犬の登録・注射目程表　　　i

ヨ地区時間場所　1　　　　　9100～11：30　　　　　　　　　　　　　　　1

　十日町　　 保健所1　　　　　13：20～14：30　　　　　　　　　　　　　　　　：

　川　　治14：50～15：30川治集落センター　 ：

日新座・大井田　9：00～9：30大井毘公民館　　き

　　　　　9：45～10：45中条公民館
　中　　条
　　　　　11：10～11：30克雪管理センター　　り

　　　　　13：30～14：40下条公民館
　下　　条
　　　　　15：00～15：30東下組小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　と　十日町・川治9：00～11：30
　新座・大井田13：20～15：00市民体育館

1日　　　　9：00～9：40馬場飼育所　り

　水沢10：00～11：30水沢出張所
　　　　　13二30～14：00野中小学校線
　十日町山地14：40～15：00赤倉分校　　：

　　　　　9：00～9：40吉田出張所　 ：

　吉　　　田10：00～10：10名ケ山小学校　　：
・日　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　10：30～11：00真田小学校　 ：

　八　　箇13：30～14：00八箇小学校　 ：

　六　　箇14：30～15：00六箇出張所　：

月　日 地　　区 時　　間 場　　　所

4月11日

　困

十　　日　町
9100～11：30

保　　健　　所
13：20～14：30

川　　　治 14：50～15：30 川治集落センター

新座・大井田 9：00～9：30 大井田公民館
　　’

9：45～10：45中条公民館中　　　条
11：10～11：30 克雪管理センター

下　　　条
13：30～14：40 下条公民館
15：00～15：30 東下組小学校

4月12日

　困

十日町・川治
新座・大井田

9：00～11：30
市民体育館13：20～15：00

水　　　沢

9：00～9：40 馬場飼育所
10：00～11：30 水沢出張所
13二30～14：00 野中小学校

十日町山地 14：40～15：00 赤　倉　分　校

4月13日

　囲

吉　　　田

9：00～9：40 吉田出張所
10：00～10：10 名ケ山小学校
10：30～11：00 真田小学校

八　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校
六　　　箇 14：30～15：00 六箇出張所

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

三
種
混
合
一
期
三
回
目
の
予
防
接
種

を
下
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

一
期
該
当
者
　
①
昭
和
五
十
一
年
四

月
二
日
～
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
②
昭
和
四
十

九
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

で
未
接
種
者
。

一
期
接
種
方
法
約
一
ヵ
月
の
間
隔

で
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
基
礎

免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
（
最

低
一
期
二
回
接
種
す
る
こ
と
で
完
了

と
み
な
し
ま
す
。
）

接
種
前
の
注
意
　
①
前
日
入
浴
を
さ

せ
、
清
潔
な
肌
着
を
き
せ
ま
し
ょ
う
。

②
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘
れ

　　国民健康保険
　　　　保険証が新しくなります
　国民健康保険被保険者のみなさん、4月1日から保険証が

新しくなりr黄色」にかわります。

　いままでの被保険者証（桃色）では3月31日限りで保険診

療を受けることができなくなりますのでご注意ください。

　いままでの被保険者証（桃色）は4月になったら、嘱託員

さんを通してお返しください。（㊥・㊥証も一諸にお願いしま

す）

　受診するときには保険証を必ず窓口に提出してください。

ず
に
。
③
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘

れ
ず
に
。
④
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の

著
し
い
人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と

認
め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

実
施
地
区
名

月
　
　
　
日

受
　
　
付
　
　
時
　
　
間

実
施
会
場

吉
　
　
田
　
　
全
　
　
域

4
月
1
7
日
図

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

吉
田
出
張
所

中
　
　
条
　
　
全
　
　
城

中
条
公
民
館

下
　
　
条
　
　
全
　
　
域

4
月
1
8
日
困

午
後
1
時
2
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

川
　
　
治
　
　
地
　
　
区

（
高
田
町
四
・
五
丁
目
を
除
く
）

六
　
　
箇
　
　
全
　
　
域

午
後
1
時
4
0
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

水
　
　
沢
　
　
全
　
　
城

4
月
1
9
日
㈱

午
後
1
時
30
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

十
　
日
　
町
地
　
区

（
国
道
よ
り
東
側
区
域
）

新
座
・
大
井
田
地
区

午
後
1
時
40
分
～
2
時
30
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

十
　
日
　
町
地
　
区

（
国
道
よ
り
西
側
区
域
）

川
　
治
　
の
　
一
　
部

（
高
田
町
四
・
五
丁
目
）

4
月
2
0
日
囲

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
3
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
1
1
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53
年
B
月

生
れ
の
人

域全

い七
」だくでいおはたかの月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
B
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52
年
10
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

4
月
18
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
1
0
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

4
月
2
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

53
年
1
0
月

n
月
生
れ

の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

ゴ
ミ
収
集
日
変
更

　
四
月
か
ら
ゴ
ミ
取
集
β
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
度
収
集

計
爾
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ゴ
ミ
収
集
月
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
ご
脇
力
く
だ
さ
い
。

◎
ゴ
ミ
敬
集
β
に
は
ス
テ
ー
シ
葺
ン

の
近
く
に
車
を
駐
薫
耀
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

＠
ゴ
ミ
は
叡
集
β
当
β
の
朝
早
く
出

し
ま
し
よ
う
◇

◎
や
ぶ
れ
や
す
い
袋
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

一
1
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

…
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
㎜

｝
8
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

…
　
　
、
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
…

㎜
1
5
目
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
2
5
8
1
番
皿

…
2
2
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
二
南
）
一

…
　
　
　
　
溶
7
の
5
5
6
6
番
…

㎜
2
9
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
（
天
皇
誕
生
日
）
饗
2
の
3
2
6
9
番
…

…
30
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）
…

…
　
　
　
　
盈
2
の
2
7
1
1
番
…

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
嵩離　

　
赫
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当次

1
選
管
最
終
発
表
1

一
四
、
三
五
六
票

諸
里
　
正
典

一
二
、
六
〇
四
票

丸
山
　
尚
政

五
、
四
〇
二
票

岡
田
　
民
雄

42

鉦
1、、、

　●

新

57

鉦
1、、、

　●

新

49

鉦
1、、、

　●

新

3
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
…

　　愛審山の権満關
　愛宕山の桜が見事に咲きました。今年

はウソの被害もなく桜の木も大きくなっ

てまさに壮観でした．しかし、連日の花

冷えと激烈を極めた地方選のために人出

はすくなく満開の桜も心なしか淋しそう

でした。桜まつりは29日まで続きます。

緯
議
欝
議
撮
馨
纏

当当当当当当当当当当当当当当当当当樋金小佐樋小佐風宮一吉上大南岡庭越水　　　　　　　　　、　　　　　　　
一　　　畠　　 ＿　　 ＿　　 ＿　　 ＿　　 ＿

、
七
四
二
票

野
　
　
寛
　
男
　
4
7

、
五
六
七
票

村
　
　
大
　
吉
　
弱

、
三
四
七
票

野
　
　
耕
　
策
　
56

、
二
五
四
・
六
六
九
票

村
　
　
清
　
一
　
6
6

、
一
九
六
票

雲
　
　
金
　
一
　
4
8

、
　
一
八
六
・
二
一
四
票

島
　
　
昭
　
三
　
51

、
一
六
四
票

村
　
　
仁
　
平
　
6
0

、
　
一
五
二
・
四
九
五
票

田
　
　
正
　
三
　
6
4

　
一
五
一
票

沢
　
　
健
　
一
　
4
9

一
、
〇
九
九
票

間
　
又
五
郎
　
6
7

、
○
八
七
・
七
四
三
西
示

藤
　
　
利
雄
　
54

、
〇
四
八
・
四
四
〇
票

林
　
　
辰
雄
　
5
0

、
〇
四
七
・
七
二
六
票

口
　
　
熊
蔵
　
5
9

、
〇
三
五
・
四
一
九
票

藤
　
　
勝
　
巳
　
6
1

　
九
八
一
・
O
八
七
票

杉
　
　
清
　
一
　
5
7

　
九
七
二
票

子
　
　
幸
造
　
4
7

　
　
九
六
］
・
〇
四
五
面
示

熊
　
　
清
　
一
　
6
9

当当
斎遠

　
　
　
当

　
　
　
　
滝

　
　
　
当

　
　
　
　
佐

無
新
当
橋

無
現
当
根

無
新
　
当

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
ノ

無
元
　
当

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
ノ

無
現
　
　
当

　
　
　
　
樋

共
現
　
当

　
　
　
　
尾

無
新
　
　
当

　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
ノ

無
現
　
　
次

　
　
　
　
大

無
現

自
現

公
現

佐竹

　
九
五
八
票

田
　
　
金
市
　
54

　
九
五
二
票

木
　
　
正
　
義
　
5
3

　
九
五
〇
票

沢
　
　
重
　
治
　
56

　
九
四
八
・
八
八
三
票

藤
　
　
一
　
男
　
52

　
九
四
七
票

本
　
　
貞
　
一
　
5
9

　
九
四
〇
票

津
　
　
新
作
　
6
8

　
九
一
八
・
四
一
五
票

宮
山
達
　
男
　
64

　
八
八
七
票

海
　
　
徳
治
6
3

　
八
八
四
・
二
七
三
票

ロ
　
　
久
　
一
　
54

　
八
七
三
票

身
　
　
武
　
志
　
64

　
八
五
一
二
四
三
票

林
　
　
正
俊
6
9

　
八
三
九
・
二
八
九
票

島
　
　
清
松
　
36

　
八
○
○
上
四
八
票

藤
　
　
誠
　
一
　
5
6

　
五
九
三
票

内
　
　
　
真
　
7
6

議

無
現

無
現

社
現

無
新

共
現

無
現

無
新

無
現

無
現

無
現

無
現

社
現

無
現

無
現

無
現

無
新

無
新

無
元

無
元

社
現

壽議会議言選挙結果

　　　　　　　（）内は市

34，382

32，698

（32．697）

　1，684

（1，685）

　95．10

当日有権者数

投票者数

棄権者数

投票率
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子どもの水死と交通事故死の比較

一
＝
P

　　　　　　区分

年令別

53年 52年
水死

交　通
事故死 水死

交　』

事故

幼　児（0歳～5歳） 36 14 38 22

ノ1・学生（6歳～11歳） 14 8 12 13

中学生（12歳～15歳） 2 5 2 1
計 52 27 52 36

（県防犯部外勧課）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
五
月
十
囎
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
運
動
の
重

点
は
H
、
歩
行
者
及
ぴ
自
転
車
利
用
者
、
特
に

子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
　
口
、
自
動
二

輪
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

国
、
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進
で
す
。

　
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
“
せ
ま
い
道
、
大
き

く
広
げ
る
、
ゆ
ず
り
あ
い
〃
の
気
持
ち
で
、
お

互
い
に
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
四
月
四
目
～
十
三
日
に
行
わ
れ
た
新
入
学
児

童
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間
中
は
、
見
事
無

事
故
で
し
た
。
こ
の
記
録
を
ズ
ー
ッ
と
伸
ば
し

た
い
も
の
で
す
。

　
四
月
、
五
月
は
幼
児
を
水
の
事
故
か

ら
守
る
強
調
期
間
で
す
。
毎
年
四
月

か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
幼
児
の
水

死
事
故
が
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
充
分
ご
注
意
を
！

◎
子
守
り
の
時
に
は

○
留
守
番
や
炊
事
の
か
た
て
ま
に
子

　
守
り
を
し
な
い
。

○
幼
児
は
言
葉
で
注
意
し
て
も
わ
か

　
ら
な
い
。
い
つ
も
監
視
の
目
を
。

o
静
か
に
遊
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ

　
て
油
断
し
な
い
。

◎
家
庭
周
辺
の
危
険
箇
所

　
庭
池
、
浴
槽
、
洗
濯
た
ら
い
、
便

そ
う
、
下
水
溝
な
ど
意
外
な
と
こ
ろ

に
危
険
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

用
水
池
、
用
水
路
、
道
路
側
溝
な

ど
危
険
箇
所
の
点
検
を
地
域
ぐ
る
み

で
お
願
い
し
ま
す
。
幼
児
の
水
の
事

故
は
即
「
死
亡
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
交
通
事
故
死
の
約
3
倍
も

あ
る
こ
と
を
ご
認
識
下
さ
い
．

“
大
事
な
大
事
な
小
さ
な
生
命

　
　
目
を
は
な
さ
な
い
で
！
”

踏切りも上手に渡ろう
　　　　　　　　一中条小学校一

　中条小学校では、1年生63人が、田村、

池田び）両交通指導員から踏切りび）渡りかた

や’道路の横断σ）仕方、信号機の見方を教

わり、道路と踏切りでは“右、左、右”を

見て交通事故にあわないぞと練習をしてい

ました。

，
．
．
『
一
二

　　こしかぜ号と婦人指導隊と
　　　　　　　　　　　　一下条小学校一

　13日下条小学校に、空から交通事故防止を呼びかけ

ている県警ヘリrこしかぜj号が訪れました。新1年

生の56人は、伊藤機長や十日町署の柴野交通課長から

話を聞いたり、できたばっかりの婦人交通指導隊かr）

街頭指導を受けていました。
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五
月
十
三
日

　
昭
和
五
十
四
年
度
十
日
町
市
成
人

式
を
五
月
十
三
日
（
目
）
に
市
民
体

育
館
で
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
三

年
四
月
二
日
～
三
十
四
年
四
月
一
目

ヌ生
ま
れ
の
当
市
在
住
者
で
す
。
ま
た
、

ご
家
族
が
市
内
に
い
る
場
合
は
、
学

生
な
ど
の
当
市
出
身
者
も
本
人
の
希

望
に
よ
り
出
席
で
き
ま
す
。

　
本
人
宛
の
第
一
回
の
案
内
は
す
で

に
終
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
案
内
は
が

き
の
届
い
て
い
な
い
か
た
は
至
急
市

公
民
館
（
8
七
－
五
〇
二
番
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

威
人
弍

　　　　行政相談委員に
　　　　　　　　　　岡田信郎さん
　4月1日付で、岡田信郎さん（中条島）が新1
潟行政監察局から行政相談委員に任命されまし1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のた。渡辺福栄さん（山本第2）の後任です。岡，

田さんは、地方行政に精通されたかたです。行政1

の運営に関する苦情や意見、要望などがありま1

したら気軽にご相談ください。相談の申し込み1

は岡田さんの自宅（台7－3518番）か市役所市民

相談係（87－3111番内線222）にご連絡ください・

　　　下条地区公民館長に
　　　　　　　　　　　藤田庚二さん
　大島良作さんの辞任にともない（3月31日付1

下条地区公民館長に藤田庚二さんが任命されま

した。（5月1目付）

　　　　社会教育指導員に
　　　　　　　　　　　大島伊一さん
　今年4月から新設された社会教育指導員に大，

島伊一さん（水野町）が任命されました。地域

子ども会の育成や文化財保護、社会教育団体の

助言にあたります。
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民
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演
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分

「
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者
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」
斉
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十
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四
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終
　
了
　
　
　
　
　
十
一
時
五
十
分

　
※
当
日
は
、
ふ
ろ
し
き
を
お
持
ち

　
　
く
だ
さ
い
。

　文化講演会のご案内
とき　　5月10日　午後6時30分

ところ　十日町市民会館

講師　　高田敏子（詩人）

　　　　“ことにゼと’〔二・”

　　　　矢島釣次（東工大教授）

　　　　“国際環境の変化と日本経済
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コ　　ー　　ス 内　　　　　　　容 講　　師

料　　　　　理 より良い健康管理のための料理方法を学ぶ
栄養士

　酒　井　環

焼　　　　　　物 土と炎の芸術に挑戦
十日町高校教諭

　堀　田　正

演　　　　　劇
市内で唯一の演劇グループで巾広い自己表現の
探求を

十日町実業高校講師

　西川勝雄

イラストとまんが 二次元の世界に限りない夢を
十日町中学校教諭

　滝沢正晴

写　　　　　真 ｝味ちがう写真をとるために
写真家

　遠田誠也

文　　　　　　芸 情操豊かな生活を過ごしたい人“文芸の世界”へ
歌人・文芸家

　野本郁太郎

映　画　評　論
現実とフィクションの比較から“自ρ）の生活”
を考える

十日町高校教諭

　田村喜一
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子どもの水死と交通事故死の比較

一
＝
P

　　　　　　区分

年令別

53年 52年
水死

交　通
事故死 水死

交　』

事故

幼　児（0歳～5歳） 36 14 38 22

ノ1・学生（6歳～11歳） 14 8 12 13

中学生（12歳～15歳） 2 5 2 1
計 52 27 52 36

（県防犯部外勧課）
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五
月
十
囎
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
運
動
の
重

点
は
H
、
歩
行
者
及
ぴ
自
転
車
利
用
者
、
特
に

子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
　
口
、
自
動
二

輪
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

国
、
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進
で
す
。

　
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
“
せ
ま
い
道
、
大
き

く
広
げ
る
、
ゆ
ず
り
あ
い
〃
の
気
持
ち
で
、
お

互
い
に
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
四
月
四
目
～
十
三
日
に
行
わ
れ
た
新
入
学
児

童
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間
中
は
、
見
事
無

事
故
で
し
た
。
こ
の
記
録
を
ズ
ー
ッ
と
伸
ば
し

た
い
も
の
で
す
。

　
四
月
、
五
月
は
幼
児
を
水
の
事
故
か

ら
守
る
強
調
期
間
で
す
。
毎
年
四
月

か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
幼
児
の
水

死
事
故
が
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
充
分
ご
注
意
を
！

◎
子
守
り
の
時
に
は

○
留
守
番
や
炊
事
の
か
た
て
ま
に
子

　
守
り
を
し
な
い
。

○
幼
児
は
言
葉
で
注
意
し
て
も
わ
か

　
ら
な
い
。
い
つ
も
監
視
の
目
を
。

o
静
か
に
遊
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ

　
て
油
断
し
な
い
。

◎
家
庭
周
辺
の
危
険
箇
所

　
庭
池
、
浴
槽
、
洗
濯
た
ら
い
、
便

そ
う
、
下
水
溝
な
ど
意
外
な
と
こ
ろ

に
危
険
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

用
水
池
、
用
水
路
、
道
路
側
溝
な

ど
危
険
箇
所
の
点
検
を
地
域
ぐ
る
み

で
お
願
い
し
ま
す
。
幼
児
の
水
の
事

故
は
即
「
死
亡
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
交
通
事
故
死
の
約
3
倍
も

あ
る
こ
と
を
ご
認
識
下
さ
い
．

“
大
事
な
大
事
な
小
さ
な
生
命

　
　
目
を
は
な
さ
な
い
で
！
”

踏切りも上手に渡ろう
　　　　　　　　一中条小学校一

　中条小学校では、1年生63人が、田村、

池田び）両交通指導員から踏切りび）渡りかた

や’道路の横断σ）仕方、信号機の見方を教

わり、道路と踏切りでは“右、左、右”を

見て交通事故にあわないぞと練習をしてい

ました。

，
．
．
『
一
二

　　こしかぜ号と婦人指導隊と
　　　　　　　　　　　　一下条小学校一

　13日下条小学校に、空から交通事故防止を呼びかけ

ている県警ヘリrこしかぜj号が訪れました。新1年

生の56人は、伊藤機長や十日町署の柴野交通課長から

話を聞いたり、できたばっかりの婦人交通指導隊かr）

街頭指導を受けていました。
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ま
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目
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、

ご
家
族
が
市
内
に
い
る
場
合
は
、
学

生
な
ど
の
当
市
出
身
者
も
本
人
の
希

望
に
よ
り
出
席
で
き
ま
す
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本
人
宛
の
第
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回
の
案
内
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す
で

に
終
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い
ま
す
。
ま
だ
案
内
は
が
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の
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な
い
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た
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至
急
市
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館
（
8
七
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連
絡
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さ
い
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　　　　行政相談委員に
　　　　　　　　　　岡田信郎さん
　4月1日付で、岡田信郎さん（中条島）が新1
潟行政監察局から行政相談委員に任命されまし1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のた。渡辺福栄さん（山本第2）の後任です。岡，

田さんは、地方行政に精通されたかたです。行政1

の運営に関する苦情や意見、要望などがありま1

したら気軽にご相談ください。相談の申し込み1

は岡田さんの自宅（台7－3518番）か市役所市民

相談係（87－3111番内線222）にご連絡ください・

　　　下条地区公民館長に
　　　　　　　　　　　藤田庚二さん
　大島良作さんの辞任にともない（3月31日付1

下条地区公民館長に藤田庚二さんが任命されま

した。（5月1目付）

　　　　社会教育指導員に
　　　　　　　　　　　大島伊一さん
　今年4月から新設された社会教育指導員に大，

島伊一さん（水野町）が任命されました。地域

子ども会の育成や文化財保護、社会教育団体の

助言にあたります。
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正
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民
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分
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」
斉
唱
　
十
一
時
四
十
分

終
　
了
　
　
　
　
　
十
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五
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分

　
※
当
日
は
、
ふ
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持
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い
。

　文化講演会のご案内
とき　　5月10日　午後6時30分

ところ　十日町市民会館

講師　　高田敏子（詩人）

　　　　“ことにゼと’〔二・”

　　　　矢島釣次（東工大教授）

　　　　“国際環境の変化と日本経済
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料　　　　　理 より良い健康管理のための料理方法を学ぶ
栄養士

　酒　井　環

焼　　　　　　物 土と炎の芸術に挑戦
十日町高校教諭

　堀　田　正

演　　　　　劇
市内で唯一の演劇グループで巾広い自己表現の
探求を

十日町実業高校講師

　西川勝雄

イラストとまんが 二次元の世界に限りない夢を
十日町中学校教諭

　滝沢正晴

写　　　　　真 ｝味ちがう写真をとるために
写真家

　遠田誠也

文　　　　　　芸 情操豊かな生活を過ごしたい人“文芸の世界”へ
歌人・文芸家

　野本郁太郎

映　画　評　論
現実とフィクションの比較から“自ρ）の生活”
を考える

十日町高校教諭

　田村喜一
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受
益
者
負
担
金
は
ロ
座
振
替
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
下
水
道
事
業
！

　
下
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
金
を

六
月
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
負
担
金
納
付
の
さ

い
に
は
、
市
内
各
金
融
機
関
の
口
座

振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
口
座
振
替
制
度
を
利
用
す
る

と
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
に
出
向
か

な
く
と
も
金
融
機
関
が
代
行
し
て
納

付
し
て
く
れ
ま
す
し
、
納
め
忘
れ
な

ど
も
な
く
便
利
で
す
。

い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
、
こ
検
討
の

う
え
金
融
機
関
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ロ
座
振
替
期
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

年
度
分
ご
と
納
付

年
度
第
一
期
納
期
の

終
日
（
六
月
末
日
）

期
別
納
付

　
　
　
　
飛
口
H

（
九
月
三
月
は
末
日

十
二
月
は
二
十
五

日
｝

ロ
座
振
替
の
申
し
込
み

　
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

講
習
会
（
甲
、
乙
、
丙
種
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
消
防
法
の
規
定
の

製
造
所
貯
蔵
所
、
取
扱
所
で

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

事
す
る
危
険
物
取
扱
者
（
受

講
義
務
者
）
と
危
険
物
の
取

扱
作
業
を
し
て
い
な
い
が

受
講
希
望
の
人
。

受
講
の
義
務
　
受
講
義
務

者
は
次
の
期
間
内
に
講
習

口
座
振
替
の
取
り
扱
い

　
　
　
　
　
を
す
る
納
付
方
法

　
受
益
者
負
担
金
は
五
年
間
で
二
十
回

の
納
期
に
分
割
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
五
年

分
（
二
十
回
分
）
一
括
納
付
ま
た
は

各
年
度
分
（
四
回
分
）
ご
と
を
一
期

に
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
．
（
こ

の
場
合
に
は
条
例
の
規
定
に
よ
り

前
納
報
奨
金
を
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
）
口
座
振
替
は
こ

の
う
ち
五
年
分
一
括
納
付
の
方
法
を

除
い
た
「
各
年
度
分
ご
と
納
付
」
と

「
各
期
別
納
付
」
に
つ
い
て
取
り
扱

　
市
内
の
各
銀
行
、
信
用
組
合
及
び

農
協
の
各
事
業
所
で
取
扱
っ
て
い
ま

す
。
預
金
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印

鑑
を
持
参
し
、
各
金
融
機
関
の
窓
口

に
備
え
付
け
の
「
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
記

入
し
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
．

ロ
座
振
替
の
申
し
込
み
期
限

　
第
一
期
の
納
期
か
ら
口
座
振
替
を

希
望
す
る
場
合
の
申
し
込
み
の
期
限

は
五
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
期
限
内
に
手
続
き
を
お
と

り
く
だ
さ
い
。

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
製
造
所
で
危
険
物
の
取
扱
い
作
業

を
し
た
日
か
ら
一
年
以
内

働
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
を
し
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
た
ら
交
付
の
日
か
ら
五
年
以
内

⑥
受
講
後
引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
。

時
間
及
び
場
所
　
六
月
一
日
（
金
）

小
千
谷
市
民
会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）

申
請
期
間
及
び
申
込
先
　
四
月
二
十

五
日
～
五
月
二
十
二
日
、
新
潟
県
総

務
部
消
防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
咀

新
潟
市
学
校
町
一
番
町
Y
…
受
講
申

請
書
は
消
防
署
に
も
あ
り
ま
す
．

講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
新
潟
県

収
入
証
紙
で
納
入
）

くらしと国民年金

リロ

麟

野球場

簡易水道配水池

　
当
市
の
国
民
年
金
加
入
者
は
約
一
万
五
千
人
。
年
金
受
給
者
は
、

拠
出
、
福
祉
年
金
合
せ
て
六
千
四
百
二
十
七
人
で
す
．
こ
の
人
達

に
支
払
れ
る
年
金
額
は
十
三
億
八
千
万
円
余
の
巨
額
で
す
。
皆
さ

ん
が
納
入
し
た
保
険
料
の
積
立
金
は
年
金
給
付
の
ほ
か
、
厚
生
福

祉
施
設
や
生
活
環
境
施
設
の
建
設
等
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
市
で
は
、
信
濃
川
運
動
公
園
、
簡
易
水
道
事
業
、
幼
児
用
プ
ー
ル

と
畜
場
、
な
ど
多
く
の
施
設
が
国
民
年
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
年
金
の
支
給
ば
か
り
で
な
く
社
会
を
住
み
や
す

く
す
る
た
め
に
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
用
プ
ー
ル

国民年金還元融資事業

事業　名 事業費 融資額

信測ll運動公園
千円 千円

（野球場） 14，000 7，600

（サッカー諏一ト） 12，000 8，100

幼児絹ブール 29，896 5，200

構易水道拡張 170，057 ・玉05，000

〃配水管布設 24，843 22，700

と畜場建設 72，500 68，400
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所
得
控
除
の
引
き
上
げ
な
ど

　
　
　
　
　
　
地
方
税
法
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
所
得
控
除
の
引
上
げ
な
ど
、

市
税
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
住
民
税

　
今
回
の
改
正
で
次
の
と
お
り
所
得

控
除
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

H
基
礎
控
除
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
基
礎
控
除
　
二
十
一
万
円

　
配
偶
者
控
除
　
二
十
一
万
円

　
扶
養
控
除
　
二
十
万
円

　
老
人
扶
養
親
族
　
二
十
一
万
円

　
配
偶
者
の
い
な
い
世
帯
の
一
人
目

　
の
扶
養
親
族
　
二
十
一
万
円

　
以
上
の
所
得
控
除
の
引
上
げ
に
よ

り
、
住
民
税
の
課
税
最
低
限
は
、

夫
婦
と
子
供
二
人
の
給
与
所
得
者
の

場
合
、
現
行
の
百
四
十
一
万
八
千
円

か
ら
百
四
十
九
万
円
に
引
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
障
害
者
控
除
等
も
一
万
円
引
上
げ

　
障
害
者
控
除
　
　
　
十
九
万
円

　
老
年
者
控
除
　
　
　
十
九
万
円

寡
婦
控
除
　
　
　
　
十
九
万
円

　
勤
労
学
生
控
除
　
　
十
九
万
円

　
特
別
障
害
者
控
除
　
二
十
一
万
円

　
固
定
資
産
税

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
土
地
評
価
が

え
に
と
も
な
い
、
税
負
担
の
調
整
を

図
る
た
め
五
十
六
年
度
ま
で
次
の
と

お
り
負
担
調
整
措
置
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
　
農
　
地

上
昇
率

負
担
調
整
撚

一
、
三
倍
以
下

一
、
〇
五
倍

一
、
　
一
五
倍
を
超
え

一
、
三
倍
以
下

一
、
　
一
倍

一
、
三
倍
を
超
え
る
も
の

一
、
二
倍

の
勇
勇
x
型
壺
o
o
o
勇
o
勇
亟
重
璽
o
勇
o
o
唾
亘
唾
o
璽
重
o
唾
重
o
唾
重
o
塾
唾
塾
璽
垂
o
画

ゆず

の
ま
す
・
ゆ
す
つ
て
く
だ
さ
い

　
　
2
月
鱒
欝
家
お
愛
付
分
翁
馨
は
要
所
塑
緩
饗
嘗
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
絡

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

銃簸

欝
隈
イ
酋
年

三
，
○
○
○
恕

二
万
円

ベ
ビ
；
ベ
ッ
ト

中
　
古

相
談
で

御
論
宴
鰍

中
　
吉

相
談
で

バ
イ
ク
50
㏄

ガ

二
万
円
位

秋
　
田
　
犬

（
繊
雛
婁
付
》

オ
ス
良
5
歳

い
く
ら
で
も

電
気
コ
タ
ツ

〃

相
談
で

日
立
除
湿
機

中
　
古

三
万
円

五
十
四
年
度
分

　
　
受
　
付
分

ジ
グ
ザ
グ
ミ
シ
ン

（
ジ
菖
韮
キ
｝

〃

五
万
鷺

ホ
ー
纏
ー
バ
鳳
一
式

”

四
万
湾
位

ヅ
ヲ
ザ
ー
繕
樵

、
〃

三
万
再

嫁嫁嫁

市税は納期内
にお願いします

＠県寮昆税

　6月、8月，10月、12月

　　　　　（年4回〉

＠固定資産税

　5月、7月．9月、U肩

　　　　　（年4回）

◎軽自動車税

　5月（年1回）

◎国民健康保険料

　4月、6月、8月、10月

　12月、2月　　（年6回〉

宅
地
等

上
昇
率

負
担
調
整
泌

一
、
三
倍
以
下

一
、
　
一
倍

一
、
三
倍
を
超
え
一
、
七

倍
以
下

一
、
二
倍

一
、
七
倍
を
超
え
る
も
の

一
、
三
倍

筆
禦
嚢

修嫁嫁

舞
継
離
麺
鰍
甦
論

務
局
で
は
五
十
四
年
度
分
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
に

眠
っ
て
い
る
不
用
品
が
あ
り
ま
し
た

ら
是
非
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
新
品
、

中
古
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
ゆ
ず
っ
て
欲
し
い
か
た
は

い
ま
せ
ん
か
。
子
供
用
品
、
電
気
製

品
、
家
具
、
庭
木
等
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
交
換
希
望
の
品
物
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
役
所
商
工
課
内
、
消
費

者
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

（
8
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二
四
三
）

　
五
十
四
年
度
課
税
標
価
額
は
、
五

十
三
年
度
の
課
税
標
準
額
に
右
の
表

の
上
昇
区
分
に
応
じ
下
欄
の
調
整
率

を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す
．

　
な
お
、
今
年
度
は
固
定
資
産
の
評

価
が
え
が
行
わ
れ
、
例
年
四
月
納
期

の
固
定
資
産
税
は
一
ヵ
月
繰
下
げ
ら

れ
て
五
月
が
納
期
と
な
り
ま
す
．

　
軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
税
は
、
自
動
車
税
の
改

正
と
同
様
に
、
標
準
税
率
が
十
蓄
程

度
引
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

県
税
条
例
も
改
正

　
新
潟
県
税
条
例
も
改
正
さ
れ
、
昭

和
五
十
四
年
度
か
ら
自
動
車
税
の
税

率
が
左
表
の
と
お
り
自
家
用
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
十
習
、
観

光
貸
切
用
バ
ス
に
つ
い
て
は
五
育
程

度
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

車　　　　　　種 改定料金1日羅

自
　
家
　
用

〈四輪の小型乗用車〉

総排気量が1召以下
　　〃　　14を超え1，54以下
　　〃　　1，5召を超えるもの

23，580円（21，730円）

27，750円（25，430円）

31，910円（29，130円）

〈トラック〉

最大積載量が1㌧以下

　　〃　　4㌧を超え5㌧以下
　　〃　　9㌧を超え10㌧以下

6，470円（6，010円）

20，350円（18，500円）

42，550円（38，850円）

営
業
用

〈観光貸切用バス〉

乗車定員が30人以下
　　〃　　40人を超え50人以下

23，120円（22，200円）

33，300円（31，910円）
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受
益
者
負
担
金
は
ロ
座
振
替
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
下
水
道
事
業
！

　
下
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
金
を

六
月
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
負
担
金
納
付
の
さ

い
に
は
、
市
内
各
金
融
機
関
の
口
座

振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
口
座
振
替
制
度
を
利
用
す
る

と
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
に
出
向
か

な
く
と
も
金
融
機
関
が
代
行
し
て
納

付
し
て
く
れ
ま
す
し
、
納
め
忘
れ
な

ど
も
な
く
便
利
で
す
。

い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
、
こ
検
討
の

う
え
金
融
機
関
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ロ
座
振
替
期
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

年
度
分
ご
と
納
付

年
度
第
一
期
納
期
の

終
日
（
六
月
末
日
）

期
別
納
付

　
　
　
　
飛
口
H

（
九
月
三
月
は
末
日

十
二
月
は
二
十
五

日
｝

ロ
座
振
替
の
申
し
込
み

　
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

講
習
会
（
甲
、
乙
、
丙
種
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
消
防
法
の
規
定
の

製
造
所
貯
蔵
所
、
取
扱
所
で

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

事
す
る
危
険
物
取
扱
者
（
受

講
義
務
者
）
と
危
険
物
の
取

扱
作
業
を
し
て
い
な
い
が

受
講
希
望
の
人
。

受
講
の
義
務
　
受
講
義
務

者
は
次
の
期
間
内
に
講
習

口
座
振
替
の
取
り
扱
い

　
　
　
　
　
を
す
る
納
付
方
法

　
受
益
者
負
担
金
は
五
年
間
で
二
十
回

の
納
期
に
分
割
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
五
年

分
（
二
十
回
分
）
一
括
納
付
ま
た
は

各
年
度
分
（
四
回
分
）
ご
と
を
一
期

に
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
．
（
こ

の
場
合
に
は
条
例
の
規
定
に
よ
り

前
納
報
奨
金
を
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
）
口
座
振
替
は
こ

の
う
ち
五
年
分
一
括
納
付
の
方
法
を

除
い
た
「
各
年
度
分
ご
と
納
付
」
と

「
各
期
別
納
付
」
に
つ
い
て
取
り
扱

　
市
内
の
各
銀
行
、
信
用
組
合
及
び

農
協
の
各
事
業
所
で
取
扱
っ
て
い
ま

す
。
預
金
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印

鑑
を
持
参
し
、
各
金
融
機
関
の
窓
口

に
備
え
付
け
の
「
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
記

入
し
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
．

ロ
座
振
替
の
申
し
込
み
期
限

　
第
一
期
の
納
期
か
ら
口
座
振
替
を

希
望
す
る
場
合
の
申
し
込
み
の
期
限

は
五
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
期
限
内
に
手
続
き
を
お
と

り
く
だ
さ
い
。

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
製
造
所
で
危
険
物
の
取
扱
い
作
業

を
し
た
日
か
ら
一
年
以
内

働
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
を
し
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
た
ら
交
付
の
日
か
ら
五
年
以
内

⑥
受
講
後
引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
。

時
間
及
び
場
所
　
六
月
一
日
（
金
）

小
千
谷
市
民
会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）

申
請
期
間
及
び
申
込
先
　
四
月
二
十

五
日
～
五
月
二
十
二
日
、
新
潟
県
総

務
部
消
防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
咀

新
潟
市
学
校
町
一
番
町
Y
…
受
講
申

請
書
は
消
防
署
に
も
あ
り
ま
す
．

講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
新
潟
県

収
入
証
紙
で
納
入
）

くらしと国民年金

リロ

麟

野球場

簡易水道配水池

　
当
市
の
国
民
年
金
加
入
者
は
約
一
万
五
千
人
。
年
金
受
給
者
は
、

拠
出
、
福
祉
年
金
合
せ
て
六
千
四
百
二
十
七
人
で
す
．
こ
の
人
達

に
支
払
れ
る
年
金
額
は
十
三
億
八
千
万
円
余
の
巨
額
で
す
。
皆
さ

ん
が
納
入
し
た
保
険
料
の
積
立
金
は
年
金
給
付
の
ほ
か
、
厚
生
福

祉
施
設
や
生
活
環
境
施
設
の
建
設
等
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
市
で
は
、
信
濃
川
運
動
公
園
、
簡
易
水
道
事
業
、
幼
児
用
プ
ー
ル

と
畜
場
、
な
ど
多
く
の
施
設
が
国
民
年
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
年
金
の
支
給
ば
か
り
で
な
く
社
会
を
住
み
や
す

く
す
る
た
め
に
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
用
プ
ー
ル

国民年金還元融資事業

事業　名 事業費 融資額

信測ll運動公園
千円 千円

（野球場） 14，000 7，600

（サッカー諏一ト） 12，000 8，100

幼児絹ブール 29，896 5，200

構易水道拡張 170，057 ・玉05，000

〃配水管布設 24，843 22，700

と畜場建設 72，500 68，400
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所
得
控
除
の
引
き
上
げ
な
ど

　
　
　
　
　
　
地
方
税
法
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
所
得
控
除
の
引
上
げ
な
ど
、

市
税
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
住
民
税

　
今
回
の
改
正
で
次
の
と
お
り
所
得

控
除
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

H
基
礎
控
除
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
基
礎
控
除
　
二
十
一
万
円

　
配
偶
者
控
除
　
二
十
一
万
円

　
扶
養
控
除
　
二
十
万
円

　
老
人
扶
養
親
族
　
二
十
一
万
円

　
配
偶
者
の
い
な
い
世
帯
の
一
人
目

　
の
扶
養
親
族
　
二
十
一
万
円

　
以
上
の
所
得
控
除
の
引
上
げ
に
よ

り
、
住
民
税
の
課
税
最
低
限
は
、

夫
婦
と
子
供
二
人
の
給
与
所
得
者
の

場
合
、
現
行
の
百
四
十
一
万
八
千
円

か
ら
百
四
十
九
万
円
に
引
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
障
害
者
控
除
等
も
一
万
円
引
上
げ

　
障
害
者
控
除
　
　
　
十
九
万
円

　
老
年
者
控
除
　
　
　
十
九
万
円

寡
婦
控
除
　
　
　
　
十
九
万
円

　
勤
労
学
生
控
除
　
　
十
九
万
円

　
特
別
障
害
者
控
除
　
二
十
一
万
円

　
固
定
資
産
税

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
土
地
評
価
が

え
に
と
も
な
い
、
税
負
担
の
調
整
を

図
る
た
め
五
十
六
年
度
ま
で
次
の
と

お
り
負
担
調
整
措
置
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
　
農
　
地

上
昇
率

負
担
調
整
撚

一
、
三
倍
以
下

一
、
〇
五
倍

一
、
　
一
五
倍
を
超
え

一
、
三
倍
以
下

一
、
　
一
倍

一
、
三
倍
を
超
え
る
も
の

一
、
二
倍

の
勇
勇
x
型
壺
o
o
o
勇
o
勇
亟
重
璽
o
勇
o
o
唾
亘
唾
o
璽
重
o
唾
重
o
唾
重
o
塾
唾
塾
璽
垂
o
画

ゆず

の
ま
す
・
ゆ
す
つ
て
く
だ
さ
い

　
　
2
月
鱒
欝
家
お
愛
付
分
翁
馨
は
要
所
塑
緩
饗
嘗
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
絡

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

銃簸

欝
隈
イ
酋
年

三
，
○
○
○
恕

二
万
円

ベ
ビ
；
ベ
ッ
ト

中
　
古

相
談
で

御
論
宴
鰍

中
　
吉

相
談
で

バ
イ
ク
50
㏄

ガ

二
万
円
位

秋
　
田
　
犬

（
繊
雛
婁
付
》

オ
ス
良
5
歳

い
く
ら
で
も

電
気
コ
タ
ツ

〃

相
談
で

日
立
除
湿
機

中
　
古

三
万
円

五
十
四
年
度
分

　
　
受
　
付
分

ジ
グ
ザ
グ
ミ
シ
ン

（
ジ
菖
韮
キ
｝

〃

五
万
鷺

ホ
ー
纏
ー
バ
鳳
一
式

”

四
万
湾
位

ヅ
ヲ
ザ
ー
繕
樵

、
〃

三
万
再

嫁嫁嫁

市税は納期内
にお願いします

＠県寮昆税

　6月、8月，10月、12月

　　　　　（年4回〉

＠固定資産税

　5月、7月．9月、U肩

　　　　　（年4回）

◎軽自動車税

　5月（年1回）

◎国民健康保険料

　4月、6月、8月、10月

　12月、2月　　（年6回〉

宅
地
等

上
昇
率

負
担
調
整
泌

一
、
三
倍
以
下

一
、
　
一
倍

一
、
三
倍
を
超
え
一
、
七

倍
以
下

一
、
二
倍

一
、
七
倍
を
超
え
る
も
の

一
、
三
倍

筆
禦
嚢

修嫁嫁

舞
継
離
麺
鰍
甦
論

務
局
で
は
五
十
四
年
度
分
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
に

眠
っ
て
い
る
不
用
品
が
あ
り
ま
し
た

ら
是
非
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
新
品
、

中
古
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
ゆ
ず
っ
て
欲
し
い
か
た
は

い
ま
せ
ん
か
。
子
供
用
品
、
電
気
製

品
、
家
具
、
庭
木
等
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
交
換
希
望
の
品
物
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
役
所
商
工
課
内
、
消
費

者
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

（
8
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二
四
三
）

　
五
十
四
年
度
課
税
標
価
額
は
、
五

十
三
年
度
の
課
税
標
準
額
に
右
の
表

の
上
昇
区
分
に
応
じ
下
欄
の
調
整
率

を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す
．

　
な
お
、
今
年
度
は
固
定
資
産
の
評

価
が
え
が
行
わ
れ
、
例
年
四
月
納
期

の
固
定
資
産
税
は
一
ヵ
月
繰
下
げ
ら

れ
て
五
月
が
納
期
と
な
り
ま
す
．

　
軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
税
は
、
自
動
車
税
の
改

正
と
同
様
に
、
標
準
税
率
が
十
蓄
程

度
引
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

県
税
条
例
も
改
正

　
新
潟
県
税
条
例
も
改
正
さ
れ
、
昭

和
五
十
四
年
度
か
ら
自
動
車
税
の
税

率
が
左
表
の
と
お
り
自
家
用
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
十
習
、
観

光
貸
切
用
バ
ス
に
つ
い
て
は
五
育
程

度
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

車　　　　　　種 改定料金1日羅

自
　
家
　
用

〈四輪の小型乗用車〉

総排気量が1召以下
　　〃　　14を超え1，54以下
　　〃　　1，5召を超えるもの

23，580円（21，730円）

27，750円（25，430円）

31，910円（29，130円）

〈トラック〉

最大積載量が1㌧以下

　　〃　　4㌧を超え5㌧以下
　　〃　　9㌧を超え10㌧以下

6，470円（6，010円）

20，350円（18，500円）

42，550円（38，850円）

営
業
用

〈観光貸切用バス〉

乗車定員が30人以下
　　〃　　40人を超え50人以下

23，120円（22，200円）

33，300円（31，910円）
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事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
検
診

5
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
1
月

生
れ
の
人

城全

い柔
⊆だくでいおはたかの月当該もてくなかいが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

5
月
1
8
日

　
（
金
）

午
後
－
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52

年
n
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

5
月
1
6
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50

年
H
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

5
月
8
日

　
（
火
）

午
前
9
時
半

～
n
時

水
沢
出
張
所

生
後
12
ケ

月
ま
で
の

人

水
沢
地
区

5
月
n
日

　
（
金
）

午
後
1
時
半

～
4
時

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

5
月
15
日

　
（
火
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

5
月
1
7
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

5
月
22
日

　
（
火
）

十
日
町
公
民
館

53

年
5
月

～
7
月
生

れ
の
人

十
日
町
、

川
治
、
　
六

箇
、
　
大
井

田
、
　
新
座

地
区

　　巡回内職相談日
　巡回内職相談が、毎月第3金曜日に開か

れています。　　　　　　　　・

　新しく内職をしたいかた、今の内職を変

えたいかたは気軽にご相談ください．

●次回相談日　5月18日働

●時間　午前10時～午後3時

●場藤　市役所市民相談室　　　　　　，

●相談員　県内職相談員

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
五
月
十
日
困
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
嘉
勝
、
轟
木
、
池
谷
、

入
山
、
焼
野
、
慶
地
、
魚
之
田
川
、

新
水
、
蕨
平
、
上
田
原
、
高
場
、
美

女
木
、
三
ツ
山
、
軽
沢
、
宇
田
ケ
沢
、

菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫
、
殿
畑
、
東

枯
木
又
、
西
枯
木
又

　
▼
五
月
十
六
日
困
　
午
前
八
時
．
一

十
分
～
正
午
ま
で
　
小
黒
沢

5
月
の
休
日
救
急
医

畜
日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
一

3
日

5
日

6
日

27　20　13
目　　日　　日

日本脳炎予防接種日程

庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
8
2
の
2
7
1
1
番

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
B
2
の
2
9
5
7
番

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）

　
E
5
の
2
0
0
3
番

十
日
町
病
院
（
高
田
町
3
南
）

　
奮
7
の
5
5
6
6
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
B
2
の
3
2
7
6
番

池
田
医
院
（
本
町
西
］
）

　
奮
2
の
2
5
8
1
番

リ
ウ
マ
チ
友
の
会

　
春
の
総
会
を
開
催

　
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
十
日
町
分
会
で

は
、
春
の
総
会
を
次
の
目
程
で
開
き

ま
す
。

　
会
員
相
互
の
親
睦
、
日
頃
の
悩
み

等
楽
し
く
話
し
合
う
会
－
、
曳
す
．
、
近
所

の
リ
ウ
マ
チ
の
か
た
や
、
、
こ
家
族
の

か
た
と
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
．

　
尚
、
去
年
十
月
行
っ
た
村
沢
先
生

（
新
大
医
学
部
整
形
外
科
）
の
講
演

を
ま
と
め
た
記
念
特
集
を
貰
っ
て
な

い
か
た
は
、
当
目
お
渡
し
し
ま
す
。

目
時

昼場
食所

連
絡
先

地
区
名

接
種
月
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
　
場

一
回
目

二
回
目

吉
田
小
学
校
区

5
月
8
日
’

5
月
1
5
日
㈹

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

吉
　
田
　
小
　
学
　
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

下
条
小
学
校
区

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

ド
　
条
　
公
　
民
　
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

東
ド
組
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

5
月
9
日
困
5
月
1
6
日
困

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

鐙
　
島
　
小
　
学
　
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
3
時

真
　
田
　
小
　
学
　
校

中
条
小
学
校
区

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

　
口
　
目
中
　
　
4
・

二
回
目
中
条
公
民
館

飛
一
小
学
校
区

5
月
1
0
日
困

5
月
1
7
日
困

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

飛
　
］
　
小
　
学
　
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

飛
　
二
　
小
　
学
　
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
3
時
　
　
～
3
時
1
0
分

枯
　
木
　
又
　
分
　
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

5
月
H
日
囲
5
月
1
8
日
囲

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

水
沢
小
学
校
区

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時

水
　
沢
　
山
　
張
　
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

珠
田
分
校
区

午
後
3
時
　
　
～
3
時
1
0
分

珠
　
　
田
　
　
分
　
　
校

六
箇
小
学
校
区

5
月
1
7
日
困

5
月
2
8
日
側

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
ω
分
～
2
時
5
0
分

野
　
中
　
小
　
学
　
校

牙
日
　
　
ま
区

（
国
道
よ
り
西
側
V

5
月
2
2
日
㈹

5
月
3
1
日
困

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
全
区
5
月
2
3
日
困

5
月
3
0
日
困

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

川
　
治
　
公
　
民
　
館

東
小
学
校
区
6
月
1
日
團

6
月
8
日
囲

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

一
回
目
東
　
小
　
学
校

二
回
目
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

該説高（蛤認醗轟総遅した人、及び前年接種しなか一た人。（l」1享鷲融育

　追加…前年初回が完了した人．　　　　　　　　　　昼B海定みし会～十
料金1回350円．　　　　　　　　　　　　　七夜清）にて館三三
接種前後の注恵　○前日人浴をさせ清潔な肌着び）着用　○体温測定を　　1　二　司　　　ア　あ　一時　旦

忘れずに1混雑した会場であわてて言＋ることはやめまし鎚α錘…1三　与鑑迄旦
子手帳・印か！レを忘れずに・問診票は保護者が責任乞も’ズ＼記入しま　八　ニ　　　　　ク　す　農

しょう．　○接種日はもウ）7）ん・場合によ一・ては翌日も人浴をひかえ・五ニ　　　　シ　。協
当日は昼寝をさせ主しょう．○有熱者、病後衰弱び）著しい人、その他番五　ヨ隣
医師が不適と認めた人は受けド、れませノし．　　　　　　　　　　　　　）番　　　　　ン　　　）

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○
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造
林
作
業
に
高
率
補
助

　
　
　
　
　
ー
森
林
総
合
整
備
地
域
の
指
定
を
ー

　
今
年
か
ら
国
県
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
植
林
、
下
刈
、
除
間
伐
な
ど
の
造

林
作
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
ま
た
今

後
も
多
く
の
作
業
が
予
定
さ
れ
る

地
域
を
選
ん
で
、
森
林
総
合
整
備
地

域
に
指
定
し
て
、
そ
の
地
域
で
実
施

す
る
作
業
に
対
し
て
造
林
補
助
制
度

を
最
大
限
に
優
遇
し
て
、
指
定
地
域

の
林
業
を
重
点
的
に
振
興
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
市
内
で
は
、
毎
年
一
三
〇
へ

　
　
結艦

　
　
赫

◎日時……毎月1日午後4時～8時（1目力’

　　　　　目曜日でも目程は変更しません）

◎会場……市役所小会議室（3階）

◎出席者…市長、助役、収入役、教育長、関係課長

一

一鰭1回・6月10一

　対話と現場0）政治を旗印に、

諸里市政がスタートしました。

　市民の皆さんのご意見を広

くお聞きし、市政に反影させ

てゆくため“市民と市長対話

の日”を設けました。個人で

でも、グループででも、気軽

におでかけください。

毎月1日は市民と語る日

ク
タ
ー
ル
の
植
林
と
五
五
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
も
の
下
刈
り
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
．
こ
の
高
い
実
績
が
認
め
ら
れ

て
、
県
下
数
地
域
の
一
つ
と
し
て
、

十
日
町
市
は
川
西
町
、
中
里
村
を
含

め
た
中
魚
沼
森
林
総
合
整
備
地
域
と

し
て
指
定
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
年

か
ら
造
林
作
業
を
行
な
う
か
た
に
は
、

大
幅
に
優
遇
さ
れ
た
補
助
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

山
林
所
有
者
の
同
意
書

　
地
域
指
定
を
正
式
に
受
け
る
た
め

に
、
市
内
在
住
の
山
林
所
有
者
全
員

が
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の

同
意
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
苗
場
山

麓
農
地
開
発
予
定
地
内
に
だ
け
所
有

山
林
が
あ
る
人
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
同
意
書
の
取
り
ま
と
め
は
、
後
日

農
事
連
絡
員
か
森
林
組
合
関
係
者
が

該
当
者
に
お
伺
い
し
て
、
同
意
書
に

押
印
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
意
し
て
も
都
合
で
造
林
作
業
を
し

な
か
っ
た
と
き
な
ど
、
い
か
な
る
と

き
に
も
同
意
者
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
同
音
心
に
つ
い
て

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

優
遇
補
助
の
特
徴

■
一
ヵ
所
原
則
と
し
て
三
〇
ア
ー
ル

以
上
の
植
林
を
森
林
組
合
に
委
託
し

ま
す
と
、
団
地
造
林
と
同
じ
最
高
の

補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
一
〇
ア
ー
ル
以
上
の
下
刈
・
雪
起
．

除
間
伐
な
ど
を
森
林
組
合
に
委
託
す

る
場
合
に
、
二
十
五
年
生
ま
で
の
林

が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
作
業
を
森
林
組
合
に
委
託
し
な
い

で
個
人
で
行
う
場
合
に
も
優
遇
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
森

林
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


